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一一一一一一 福音は、厚在の価値と永遠の命 (本当の命〉に関する事柄で、すべてのi

人が分かち合われる必要のある大切な事柄であることを確認しましょう。E

福音が分かち合われる時には、相手の人揺を尊重する愛が必要であるこi

と を知ります。-

伝道は、神様と教会と私のチームプレイであることを知りましょう。

~ 2. 

~3. 
国 1111111111111I111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I1111111は

【福音の重要性】

福音の重要性はどの位、高いものであると思われますか?

福音は、それを聞いて受け入れる人に伺を与え、 どのような変化を与え、それが世界をどの位蛮

えることになるのでしょうか?

聖書にこのように書かれています。

「福音は、ユダヤ人をはじめギリシヤ人にち、信じるすべての人にとって、救いを得させる神の

力です。 J CローマI : I 6) 

私たちが福音 CGoodNews)を人々と分かち合う時、 私たちは唯一無二の最高に価値あることを

しているのです。

この重要性のゆえに、優しいJ~\をもって福音を分かち合いましょう。

【伝道の定義/私の務めは】

伝道とは・..

聖霊穣ø~お導きーによコヱJi1l主ゴー工Z主_!j_21:: ~を12tJ盟並立ζjTI~、一結塁lま祖康!こ歪担亙こと

です。ですから、

伝道の主体は...聖霊なる神樺です。

伝道の器は …あなた (私〉です。

伝道の動機は・・・愛です。

聖霊なる神様に用いられるように、 まだ神様の愛がJ~\に満たされるように祈りましょう。

自分の力ではなく、 聖霊なる神様の器として大胆に用いられてゆきましょう。
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【伝道のステップ】

誰でち、福音を知る!必要があります。

福音とは何であったか? ちう一度、 5課を確認してください。

伝道は次のようなステップで進んでゆきます。

1.隣人との温かし1人間関係を築きましょう

あなだの周りの隣人(家族、同僚、親友、知人)に温かい関I~\

を持ちましょう。神様がその方を愛されているからです。

私たちは人を数や利益から男てはなりません。 人を愛し、人に関I~\

を持ちましょう。福音を分かち合うのに必要なのは優しい愛です。

2.隣人のために祝福を祈りましょう

そしてその人たちの祝福のためにお祈りし続けましょう。

また、いつ、どこで、どのように、神様のご愛と福音をお分かちできるのか、聖霊の助けを祈

り求めましょう。

3.隣人とイエス様の愛や言葉をシェアーしましょう

聖霊なる神様に祈りながら注意していると。その万のためにどうあれば良いか、導かれること

があるかもしれません。例えば・・・

話を聴かせてもらいだいなあ・・・。

キリスト教の小間子や本を差し上げだいなあー-。

友達や牧師を紹介したいなあ・・・。

食事をいっしょにしたいなあ…、などなど。

その人をイエス様にあって受け入れ愛しましょう。

→そしてイエス様の愛を分かち合いましょう!

4.隣人をセルグループや礼拝や諸集会に誘いましょう。

隣人が、さらに深くイ工ス様に出会えて、神様の愛を体験することができるようにセルグルー

プや礼拝や諸集会に誘ってあげましょう。また、マイルーツを勧めてあげてください。

5.その万がイエスさまの弟子となるまで関わりましょう。

その方が、どのようにしたら神さまとの関係を親しく持つことができるようになるるのか?

どのように成長してゆくのか? など伝えて共に歩んであげてください。
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【伝道のポイント】

神樺1J_t私Eちのl隣み〔窒族、同僚ラ親友、まDA)を愛し、その隣λち;本当は神様を必要としfてい

るので私lE_i3は恒宣を共→に主主君ち含います企→一

これは神様の愛のわざですから、その人の人格を尊重することがとてち大切です。

そのために、以下のことに気をつけましょう。

①議論や説得は避けましょう。その人を受け入れ、守リ:::z1--(]) j愛を現してください。

②分からない言葉は使わないようにしましょう。

③あなたの持ち昧を生かしてイエス様のすばらしさをお伝えしてあげてください。

硬くならず自由に接してあげましょう。

④個人プレーではなく、 "T-::b.'で伝道しましょう。 Iチームで」というのは、例えば、ちしそ

の人が子育てについて悩んでおられて、あなたにその経験がない揚合は、子育ての経験のあ

る他の教会のメンバーをその人に紹介し、あなたは背後で祈り続けるというようなことです。

伝道は愛のわざなのですから。

【工ンゲルスケール】

Step by Step 

人はある日いきなりイエス様の弟子になるのではなく、そこに至るまでのごlD_i22.があります。

ある方はイエス様のことを聞いてすぐにイエス様を信じて受け入れるでしょうし、ある方には長

い期聞が必要です。

また、それぞれの段階で大事にされるアプローチがあるのです。

この図は、そのことを表にしたちので工ンゲルスケールと昭ばれるちのです。

この表は、既にイエス様に出会った私たちが、まだイエス様のことを良く知らない人だちの良い

隣りLAとなっ)てそのo!E.ちを良三理解し仕える!f;__めI三あります。
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|解答用紙第12章伝道| 点

1 .次のうち、正しいと思うちのにO印を、まちがいと思われるちのに×印を

つけてください。 (各5点、 40点〉

口 神さまは私の周りの人たちをも愛してくださっています。この事実がすぱ

らしいことなのですから、わざわざそれを言葉にして伝える必要はありま

せん。

口 福音を知って神の国を意識して生きるのと、福音を知らす、に生きるのとで

は、まったく人生の意味や方向が異なってきます。

口 みんなが同じ方法でしなければならないのではなく、それぞれの福音の分

かち合い方があります。

ロ ある方にイエスさまのことをお伝えした揚合、その方がイエスさまを信じ
るまでは私が責任を持つ必要があります。

口 伝道は、チームで関わることも大切です。

口 伝道は愛のわざですから、どんな時にも私たちは、相手の人格を尊重する

ことが大切です。

口 福音は、良い二ユース、すばらしいこユース、という意昧があります。

口 福音は、自然な良い人間関係と、相手のことを大切に思うとりなしの祈り

から始まります。

2.次の文の、口の中に適当と思う字を入れてください。 (口に一字ずつ〉

(各10点、 50点〉

a) [""福音は、ユ夕、ヤ人をはじめギリシア人にも、信じるすべての人にとって、

口口を得させる神の口です。J (ローマ1: 1 6) 

b)伝道とは・・・口口口のお働きによって、救い主口口口口口

口口を分かりやすく伝え、結果は口に委ねることです。

C)伝道の主体は口口口口口口です。伝道の器は 口です。

伝道の動機は 口です。
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0)イエス様のことをお分かちする時、口口ゃ口口は避けましよう。
キリストの愛を現わしてください。

E)人はある日いきなりイエス様の弟子になるのではなく、そこに至るまでの

口口口口があります。

3.次の質問にお答えください。あなたのお考えを書いてください。いくつ書

いてち良いです。 (10点〉

あなだは今、誰かと福音を分かち合いたいと願っておられますか?

それは誰ですか?

t馬"をさと惨 旬え箇袋 行舶がa粗レていること 今日 私 企夏を怒れすに過ごそう
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ホームページにいきます

日本バプテスト連盟

緑の牧場キリスト教会（みどりのまきばきりすときょうかい）

広島県東広島市西条町田□2799

牧師酒井敬仁

魚
マイルーツをされた方、、字’
よかったらご連絡ください。

I

http://midori.church.jp/
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